
会議名称 令和８年度　荏田高等学校　第１回　学校運営協議会

開催日時 令和8年５月29日(金）　15:５0～16:５0

開催場所 荏田高等学校　会議室　

出席者
市川　洋行、　阿部　千鶴、　市川　宰、　横手　美枝子、　関　俊平、　髙田　由美、　小松　厳
（職員）三橋　良明、伊藤　育生、加藤　道夫、森　隆、濡木　一花、浅川　健太、今里　学（欠席）、牧野　雄、 戸田　真一
(書記）渡部　由里子

会議資料
1．神奈川県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則　２．神奈川県立学校に設置する学校運営協議会の運営
等に関する要網　３．スクールポリシー　４．グランドデザイン　５．学校教育計画（Ｒ６年度～Ｒ９年度）　６．令和７年度学校評価シ
ステム実施結果　７．令和８年度学校評価システム目標設定　９．神奈川県立学校のコミュニティー・スクール　学校要覧

１．校長あいさつ
新しい教頭、スタッフとともに部活動、学校行事をバランスよく行い、明日も来たいと思える学校にしたい。まもなく５０周年を迎
えます。どうぞ忌憚のないご意見をお願いします。

２．委員委嘱　　出席者紹介（自己紹介）

３．組織について　本校教員紹介

４．会長選任　　　引き続き市川　宰　委員にお願いする。

５．議事

（１）学校概要について　　各グループより中間報告及び今後の予定
　　　学校教育活動の状況報告及び令和７年度の指導計画書（スクール・ポリシー、グランド・デザイン等）

（２）学校評価システムについて
〇令和６年度から４年間の目標設定
〇令和７年度実施計画
〇令和８年度目標設定

＜学習支援グループより＞　　　　　　　森総括教諭
　電子黒板の活用の一層の活用。
　
＜学習支援グループより＞　　　　　　濡木総括教諭
今年度よりロイロノートを導入。採点楽、共有機能がよい。主体的な学びに適している。現在、使用している者も様子見の者も

おり、　研修でよさを共有したい。

市川洋行委員　　　　ロイロノートの概要を知りたい。　→濡木総括教諭　双方向のやり取りによい。
阿部委員　　本校では毎日使っている。ミライタッチとの相性もよい。小学校でも参考になるのでどうぞ見に来てください。

＜生活支援グループより＞　　　　　　浅川総括教諭
　教育相談の質の向上。サポートドックは例年より早く５月に実施。　気になる回答の生徒と個別面談を行う。

・＜活動支援グループより＞　　　　　　今里総括教諭欠席のため副校長が説明
　部活動加入率は７０％維持、引き続き取り組む。学校行事の一層の活性化をめざす。
横手委員　バレーボールの指導でお世話になっている。　子どもはお兄さんお姉さんたちが大好き。

＜進路支援グループより＞　　　　　　加藤総括教諭
「総合的な探究の時間」や学校行事ボランティア活動などの時間を活用し、自分の適性をみつけるよう指導。「総合的な探究

の時間」では、動画作成、発表、鑑賞を昨年より多くやっている。さまざまな分野の人から話を聞く取り組みも。

＜情報広報グループより＞　　　　　　　　戸田総括教諭
　グリーンエキスポや横浜マラソンでのボランティア、　やりたい子がおり、参加させたい。
　荏田南のお祭りのボランティア、荏田南小中とのグリーンクリーン大作戦は継続して。　高大連携の充実を図る。
阿部委員　　運動会の縄跳び　教えてもらうことはできないか検討。実現できそうで楽しみにしている。

＜管理運営グループより＞　　　　牧野総括教諭
　ＩＣＴ環境の整備。ＰＴＡとコニュニケーションを取って。リスクマネジメント意識を徹底して事故防止を。

４．意見交換

関委員
辺野古の事故では、引率教員が乗っていなかった。波浪注意報が出ていた。関越のバスの事故では、運転手は何度も事故を

起こしていたし、免許返納を求められていた。荏田の実態はどうなのか。
栃木の強盗殺人では、神奈川の高校生が実行犯。こういう生徒を出してしまう環境はどうなのか。

神奈川県立荏田高等学校　学校運営協議会　開催結果

本校の学校運営協議会を下記のとおり開催しました。

議事録



副校長
　本校は辺野古に行くプログラムはない。海での活動は、現地スタッフと連絡をとりながらやっている。雨天プログラムもある。

関委員
　成人年齢の引き下げで、高校３年生でも成人がいるが、学校の対応は。

校長
　安全管理については徹底している。バスは書面契約で、白ナンバー不可。引率教員は必ず同乗する。
闇バイトについては、　１年生スマホ教室を実施した。
成人である点については、　選挙権がある自覚持ってほしいと思っており、機会があれば話したい。

浅川総括教諭
始業式など全体で話す場面で話しをしている。学年でも。暴力動画や不適切動画では、民事の賠償も発生し、自分にも家族

にも影響がでる。入口はスマホであり、生徒からのＳＮＳ情報も含めて未然防止を基本とする。

高田委員
親の責任大きい。学校だけの力では難しい。親の温度差も激しい。親の世代も色々。親は一体何ができるか。ＰＴＡとして何か

あれば発信したい。阿部監督の事件があったが、親子のコミニュケーションが減っている、できることあれば相談してほしい。

関委員
高校では親子でもコミュニケーションが減る。小中ならいいが。現実なにかできるか厳しい。人権教育の中でも話しては。親で

ない第三者に話してほしい。教員には過度の負担になるかもしれないが。

市川会長
　生徒はみな気持ちよく挨拶してくれた。すばらしいこと。お互い注意しながら。地域も見守ることが大切。

６．その他　　　　次回　１１月開催予定

議事録


